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[bookmark: _Hlk487785372][image: ]JR石井駅から車で五・六分ほど走ると武知家住宅や田中家住宅に着く。石井町は、江戸時代当初から阿波藩主、蜂須賀家政公の推奨により藍づくりが盛んに行われた。そうした藍のふるさとを象徴する建物であり、藍が莫大な富をもたらした証がこれら屋敷に詰まっている。いずれも文化財指定住宅で大切に管理されている。
田中家住宅から五分ほど走ると吉野川第十堰に着く。この堰は、江戸時代、徳島城の外濠とするために吉野川の水を旧第十村の辺りから二つに分けた。ところが、洪水などにより分けた川が本流となり、元の吉野川の水位が低下した。その水のかさ上げをするために作られたのがこの堰である。川幅およそ七〇〇メートルに作られた堰は季節によって流量は変わるが、いつ行っても、時々の景観を楽しめる。車も二・三台なら堰まで乗り入れることが出来る。
第十堰から二キロメートルほど上流に吉野川最後の潜水橋、高瀬の潜水橋がある。橋幅は狭く、車の対向はやや難しい。土手から見る景観は季節ごとに変化があって美しい。
高瀬の橋から十五分ほど南に走り、気延山東方に徳島県野鳥の森がある。全長二キロメートルの観察道には観察小屋や小学生たちによって作られた巣箱がかけられている。バードウォッチングはもちろん、森林浴を楽しみたい人にも最適の場所である。メジロ・ホオジロなどのたくさんの鳥が確認されている。また、近くには「椿園」もあり三月、四月には二百種以上の椿の花が見られる。
　ところで、石井町の花は「藤」である。毎年四月十五日頃より「藤まつり」が実施され、多くの人が訪れる。メイン会場となっている地福寺は石井駅より徒歩五分の場所にあり、境内には、樹齢二百年余りの藤の巨木があり、藤棚の紫は壮観である。地福寺にあわせ徒歩十分のところに徳蔵寺、車で五分のところに童学寺もあり、セットで藤を楽しむことが出来る。
童学寺は真言宗善通寺派別格本山の寺院。奈良時代末から平安時代にかけ空海が七歳から十五歳まで当寺で書道や密教などを学んだことから童学寺と称するようになったと言われている。
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